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効率性

所
管

区民部

年度

委託内容
国・都

人利用定員 10

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
10

主に、在宅で子育てをしている保護者のリフレッシュを目的とし、時間単位で子供を保育することにより、子育てをしている保
護者の精神的・肉体的負担軽減を図り、子育てに対する不安感や負担感を解消する。

22,585

0

10

いっとき保育事業運営
一部委託

１．利用定員：１０人／時間
２．利用限度：８回／月
３．利用時間：午前９時から午後５時
４．利用料金：５００円／時間、昼食代４００円／１食、おやつ代１００円／１食
５．実施施設：ほうらい子育てサポートセンター

補助金の有無

1,275

長期総合
計画体系

 [基本目標]

台東区内に住所を有する１歳から６歳（就学前）までの健康で集団生活が可能な児童

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅲ-２．次の世代の育成

 [施　　策]

事業区分

その他サービス

平成２８年度　事務事業評価シート

（２）就学前児童に対する教育・保育の充実

児童福祉法第２１条の９・第３４条の１２、台東区いっとき保育事業実施要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 いっとき保育

　

子ども家庭支援センター

行政計画 事業NO. 212 計画事業名
事業の開始・終了年度

いっとき保育

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

②多様な保育サービスの展開 

その他

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

現在は一施設のみで実施しているが、ニーズ調査の結果からも地域偏在の解消が望まれて
いる。今後の需要の推移を踏まえて、実施体制を検討する必要がある。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

保護者の精神的・肉体的負担の軽減を図ることは、児童虐待の未然防止にもつながることから、引き続き本
事業の必要性は高い。

維持

評
価
結
果

保護者の育児への精神的・肉体的負担の軽減に寄与している。

3 社会福祉法人への委託としており、事故や苦情もなく適切な事業運営ができている。

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

キャンセルの発生により、予約率と稼働率の乖離が課題であったため、予約受付方法の見直しを行った。

7,929

23,335

2,680

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

15,862

2,662

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 11,585

今後の方向性

12,222

24,590

0

22,194

8,937

8,822

利用時間

3,620

15,228

2,490

8,792

22,584

3,576

2,005

5,576

目的達成度

２６年度 ２７年度

22,060

22,059

成果指標
利用回数

852　人にかかるコスト（人件費など）

より効率的な運営のため、定員枠を最大限活用すべく工夫しており、稼働率は上昇傾向にある。

事
務
事
業
の
実
績

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

10

18,000 13,883時間

2,436

21,342

種　別 指標の名称 (単位)
（２９年度）

２５年度

回

　決算額　　(単位：千円) 21,341


